
戸
田
貞
三
と
小
山
隆
の
家
族
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
、
様
々
な
識

（
１
１
）

論
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
学
研
究
の
一
分
野
に
な
り
つ

つ
あ
る
家
族
人
口
学
と
の
関
連
お
よ
び
家
族
の
人
口
学
的
分
析
に
焦
点
を
あ

て
て
戸
田
と
小
山
を
論
じ
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ヲ
（
》
。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
人
口
学
の
分
野
で
提
示
さ
れ
た
家
族
人
口
学
の
研

究
領
域
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
戸
田
と
小
山
の
家
族
人
口
学
に
か
か
わ
る

研
究
業
紙
を
検
討
し
て
ゑ
た
い
。
と
い
う
の
は
、
家
族
社
会
学
者
と
し
て
の

戸
田
と
小
山
の
研
究
業
績
の
な
か
に
、
家
族
人
口
学
的
研
究
の
展
開
方
向
を

示
唆
す
る
豊
か
な
鉱
脈
が
埋
蔵
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。

画
学
説
研
究

は
じ
め
に

戸
田
貞
三
と
小
山
隆
ｌ
震
人
口
学
的
研
究
を
忠
と
し
て
Ｉ

一
、
家
族
人
口
学
の
研
究
領
域

世
帯
と
家
族
の
人
口
学
は
、
人
口
学
の
な
か
で
体
系
化
が
最
も
お
く
れ
て

い
た
研
究
部
門
の
一
つ
で
あ
り
、
人
口
学
の
標
準
的
な
教
科
書
や
概
論
書
に

世
帯
と
家
族
に
関
す
る
人
口
学
を
扱
っ
た
独
立
の
章
が
な
い
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
人
口
学
者
が
、
世
帯
と
家
族
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、
彼

ら
の
分
析
の
単
位
が
個
人
に
あ
り
集
団
に
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う

か
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
欧
米
諸
国
を
中
心
に
し
て
世
帯
と
家
族
の
人
口
学
に

関
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
世
帯
デ
ー

（
旬
乙
）

タ
の
整
備
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
分
析
技
法
の
発
展
と
人
口
学
的
行
動
を

決
定
す
る
際
の
有
力
な
単
位
と
し
て
世
帯
に
照
準
を
あ
て
て
研
究
を
展
開
す

（
＠
Ｊ
）

る
こ
と
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
家
族
人
口
学
の
研
究
対
象
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
領
域

が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

清
水
浩
昭
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戸
田
貞
三
は
、
家
族
と
人
口
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
「
多
く
の
民
族
ま
た

は
国
民
社
会
に
お
い
て
、
将
来
そ
の
社
会
の
成
員
と
な
る
べ
き
者
は
そ
れ
ら

の
民
族
ま
た
は
国
民
が
構
成
す
る
家
族
生
活
上
の
機
能
の
一
部
た
る
子
供
の

出
生
お
よ
び
そ
の
扶
養
を
通
じ
て
求
め
ら
れ
る
。
家
族
生
活
に
お
け
る
こ
の

種
の
機
能
実
現
の
方
法
お
よ
び
そ
の
消
長
は
、
一
面
に
は
そ
れ
ら
の
家
族
を

ト
マ
ス
・
バ
ー
チ
は
、
（
一
）
世
帯
、
家
族
の
構
成
Ｉ
そ
の
国
別
お
よ
び

国
内
の
地
域
的
差
異
、
（
二
）
世
帯
、
家
族
変
動
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
上
の
変

化
と
の
関
連
、
（
三
）
世
帯
、
家
族
変
動
に
与
え
る
人
口
学
的
（
年
齢
構
造
、

出
生
、
死
亡
、
結
婚
、
離
婚
お
よ
び
移
動
の
よ
う
な
人
口
過
程
）
お
よ
び
社

会
経
済
学
的
決
定
要
因
と
の
関
連
、
（
四
）
世
帯
、
家
族
の
差
異
と
そ
の
変
化

に
伴
う
社
会
経
済
的
帰
結
（
例
え
ば
、
子
供
の
世
話
の
仕
方
、
年
齢
お
よ
び

性
的
役
割
、
世
代
間
関
係
、
老
人
世
帯
の
孤
立
と
依
存
）
お
よ
び
（
五
）
世
帯

と
家
族
の
構
造
と
そ
の
変
化
に
関
す
る
人
口
学
的
計
量
方
法
と
モ
デ
ル
の
開

（
４
畳
）

発
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
ト
マ
ス
・
バ
ー
チ
の
提
示
し
た
対
象
領
域
を
、
家
族
人
口
学
の
研
究

領
域
と
す
れ
ば
、
戸
田
貞
三
と
小
山
隆
は
、
ど
の
よ
う
な
領
域
を
中
心
に
し

て
家
族
人
口
学
的
研
究
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
戸
田
と
戸
田
の
正
統
的
な
継
承
者
と
い
わ
れ
て
い
る
小
山
の

二
人
の
家
族
研
究
者
を
対
象
に
し
て
彼
ら
の
家
族
人
口
学
に
関
す
る
研
究
業

績
を
一
べ
つ
し
て
ゑ
た
い
。
と
い
う
の
は
、
戸
田
と
小
山
は
、
わ
が
国
に
お

け
る
家
族
人
口
学
の
祖
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
戸
田
貞
三
の
家
族
人
口
学
的
研
究

構
成
す
る
人
々
が
属
す
る
民
族
ま
た
は
国
民
の
人
口
量
に
重
大
な
る
関
係
を

及
ぼ
し
、
他
面
に
は
民
族
ま
た
は
国
民
の
質
に
大
い
な
る
影
響
を
与
え
る
。

そ
れ
故
に
近
来
人
口
問
題
な
ら
び
に
国
民
保
健
問
題
を
研
究
す
る
人
々
は
家

族
に
お
け
る
こ
の
機
能
を
重
視
し
、
国
民
の
人
口
の
調
節
お
よ
び
そ
の
優
性

学
的
効
果
を
家
族
生
活
を
通
じ
て
実
現
せ
し
め
ん
と
し
、
家
族
生
活
に
関
し

（
貝
Ｊ
）

て
次
第
に
多
く
の
注
意
を
は
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
戸
田
の
家
族
と
人
口
に
関
す
る
大
き
な
研
究
業
績
は
、
「
家
長

的
家
族
」
制
度
下
に
お
い
て
、
何
故
に
、
三
世
代
世
帯
が
、
支
配
的
な
家
族

形
態
と
な
っ
て
い
な
い
の
か
を
論
じ
た
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
「
家
長
的
家
族
」
（
世
代
的
連
続
を
志
向
し
て
い
る
家
族
Ｉ

直
系
家
族
制
）
に
あ
っ
て
は
、
祖
父
母
、
父
母
、
世
帯
主
夫
婦
あ
る
い
は
そ

の
子
供
た
ち
か
ら
な
る
家
族
が
一
つ
の
家
族
で
生
活
す
る
こ
と
が
原
則
に
な

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
正
九
年
の
「
国
勢
調
査
」
を
承
る
と
、
直

系
の
二
世
代
以
下
の
家
族
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
戸
田
は
、

こ
の
理
由
を
「
親
、
子
、
孫
三
世
代
以
上
の
者
が
同
一
家
族
内
に
在
り
得
る

場
合
は
、
一
般
的
に
承
る
な
ら
ば
、
各
世
代
の
間
の
年
齢
間
隔
の
少
な
い
場

合
だ
け
に
つ
い
て
ゑ
て
も
、
母
（
父
よ
り
も
母
が
年
少
者
で
あ
る
場
合
多

く
、
し
た
が
っ
て
母
と
そ
の
子
と
の
年
齢
間
隔
は
父
と
そ
の
子
と
の
そ
れ
よ

り
も
小
で
あ
る
）
と
そ
の
子
た
る
年
長
の
男
の
子
と
こ
の
男
の
子
と
が
同
時

に
存
在
し
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
か
く
の
ご
と
き
場
合

が
多
い
か
否
か
は
第
一
に
は
国
民
一
般
の
平
均
初
婚
年
齢
の
高
低
い
か
ん
に

規
定
せ
ら
れ
、
第
二
に
は
有
配
偶
女
子
の
出
産
率
の
大
小
に
よ
っ
て
規
定
せ

ら
れ
、
さ
ら
に
第
三
に
は
国
民
一
般
の
年
齢
別
生
存
率
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
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小
山
隆
も
戸
田
貞
三
と
同
じ
よ
う
に
家
族
の
人
口
学
的
研
究
に
た
い
へ
ん

興
味
を
示
し
た
研
究
者
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
山
が
家
族
研
究
に
人
口
学
的
視
点
を
加
え
た
意
図
は
、
家
族

が
だ
れ
で
も
経
験
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
が
故
に
、
研
究
者
の
主
観
的
、
独

断
的
な
見
解
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
、
研
究
に
お
け
る
客
観
性
を
維
持
し
よ

う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
小
山
の
家
族
の
人
口
学
的
研
究
は
、
戸
田
と
同
様
に
官
庁

統
計
を
使
用
し
て
い
る
が
、
分
析
の
中
心
は
、
家
系
の
人
口
学
的
分
析
、
続

柄
構
成
、
世
帯
規
模
、
家
族
構
成
の
変
動
過
程
に
関
す
る
人
口
学
的
分
析
に

（
０
０
）

あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
移
動
・
人
口
高
齢
化
と
家
族
構
成
と
の
関
連
に
も

多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
人
口
流
出
・
人
口
流
入
と
核
家

族
化
の
地
域
分
析
は
、
多
く
の
家
族
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
分
野
で
あ

る
。
小
山
は
、
昭
和
四
○
年
の
「
国
勢
調
査
」
結
果
を
用
い
て
核
家
族
的
世

帯
の
地
域
別
類
型
化
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
わ
が
国
に
は
、
「
若
年
型
核

家
族
的
世
帯
」
、
「
高
年
型
核
家
族
的
世
帯
」
と
「
中
年
型
核
家
族
的
世
帯
」

（
Ｒ
ｕ
）

規
定
せ
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
世
代
世
帯
を
形
成
す
る
た
め

に
は
、
初
婚
年
齢
の
低
さ
、
有
配
偶
女
子
の
出
生
率
と
長
寿
と
が
適
合
的
に

連
関
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
口
学
的
条
件
が
達
成
せ
ら
れ
て
い
な
い
場

合
に
は
、
「
家
長
的
家
族
」
制
度
下
に
お
い
て
も
直
系
の
二
世
代
以
下
の
家

（
ヴ
Ｉ
）

族
が
主
流
を
占
め
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

三
、
小
山
隆
の
家
族
人
口
学
的
研
究

以
上
、
家
族
人
口
学
の
研
究
対
象
を
紹
介
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る

家
族
人
口
学
の
源
流
と
な
っ
た
戸
田
貞
三
、
小
山
隆
の
研
究
業
績
を
一
べ
つ

し
て
き
た
が
、
戸
田
、
小
山
と
も
ト
マ
ス
・
バ
ー
チ
が
提
示
し
た
家
族
人
口

学
的
研
究
分
野
の
大
部
分
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
戸

田
と
小
山
と
の
家
族
人
口
学
的
研
究
に
お
け
る
分
析
視
角
を
承
る
と
、
戸
田

が
家
族
の
変
動
過
程
を
出
生
・
平
均
初
婚
年
齢
・
平
均
余
命
と
の
関
連
で
問

題
に
し
た
の
に
対
し
て
、
小
山
は
、
続
柄
構
成
、
世
帯
規
模
の
分
析
を
通
じ

て
家
族
の
も
つ
客
観
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
人
口
移
動
・
人

口
高
齢
化
と
家
族
変
動
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
戸
田
が
家
族
の
内
部
構
造
に
視
点
を
あ
て
て
家
族
の
変
動
過
程
を

人
口
学
的
に
分
析
し
た
の
に
対
し
て
、
小
山
は
、
家
族
の
変
動
過
程
を
家
族

を
と
り
ま
く
社
会
・
経
済
的
条
件
、
と
り
わ
け
人
口
移
動
・
人
口
高
齢
化
と

と
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
若
年
型
核
家
族

的
世
帯
」
は
、
東
京
都
に
そ
の
典
型
を
見
出
す
こ
と
が
き
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
型
は
、
若
年
層
の
人
口
流
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

し
た
。
そ
の
対
極
を
な
す
の
が
「
高
年
型
核
家
族
的
世
帯
」
で
あ
り
、
そ
の

典
型
は
、
鹿
児
島
県
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
型
は
、
若
年
層
の
人
口

流
出
の
影
響
に
よ
っ
て
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
「
中
年
型
核
家
族
的
世
帯
」
は
、
山
形
県
に
典
型
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
型
は
、
急
激
な
社
会
変
動
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
て

（
ｎ
コ
）

い
な
い
地
域
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

結
び
に
か
え
て

－91－



注（
１
）
戸
田
貞
三
の
家
族
論
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。

喜
多
野
清
一
、
「
日
本
の
家
と
家
族
」
、
『
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
』
、

第
二
巻
、
大
阪
大
学
文
学
部
、
一
九
六
五
年
（
喜
多
野
清
一
、
『
家

と
同
族
の
基
礎
理
論
』
、
未
来
社
、
一
九
七
六
年
、
八
五
’
一
五
九
頁
）
。

宇
野
正
道
、
「
戸
田
家
族
理
論
に
お
け
る
生
活
の
視
点
」
、
『
家
族
研

究
年
報
』
、
第
四
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
七
八
年
、
三
八
’
四

九
頁
。喜

多
野
清
一
、
「
解
説
ｌ
日
本
に
お
け
る
家
族
社
会
学
の
定
礎
者

戸
田
貞
三
博
士
」
、
戸
田
貞
三
、
『
家
族
構
成
』
（
叢
書
名
著
の
復
興
）
、

新
泉
社
、
一
九
八
二
年
、
三
八
一
’
四
○
四
頁
。

小
山
隆
の
家
族
論
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。

森
岡
清
美
、
「
日
本
の
家
族
研
究
に
お
け
る
家
族
問
題
」
、
家
族
問
題

研
究
会
編
、
『
現
代
日
本
の
家
族
動
態
・
問
題
・
調
整
』
、
培
風
館
、
一

九
七
四
年
、
三
四
一
’
三
五
七
頁
。

山
室
周
平
、
「
小
山
隆
と
家
族
問
題
研
究
会
」
、
『
家
族
研
究
年
報
』
、

の
関
連
で
分
析
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
ト
マ
ス
・
バ
ー
チ
の
提
示
し
た
分
野
が
家
族
人
口
学
の
研
究

領
域
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
私
達
は
、
戸
田
と
小
山
が
展
開
し
た
家
族
の
人
口

学
的
研
究
を
統
合
化
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
研
究
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
家
族
人
口
学
的
研
究
の
進
展
に
つ
な
が
る
の
で

（
蛆
）

は
な
か
ろ
う
か
。

第
一
○
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
八
四
年
三
月
、
一
’
四
頁
。

老
川
寛
、
「
家
族
社
会
学
に
お
け
る
小
山
隆
」
、
『
家
族
研
究
年
報
』
、

第
一
○
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
八
四
年
三
月
、
五
’
一
四
頁
。

清
水
浩
昭
、
「
家
族
構
成
の
実
証
的
研
究
」
、
『
家
族
研
究
年
報
』
、
第

一
○
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
八
四
年
三
月
、
一
五
’
二
一
頁
。

古
谷
昭
、
「
家
族
問
題
の
解
決
と
家
族
社
会
学
」
、
『
家
族
研
究
年
報
』
、

第
一
○
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
八
四
年
三
月
、
二
二
’
二
九

頁
。

湯
沢
雍
彦
、
「
家
族
問
題
実
践
家
と
し
て
の
小
山
先
生
」
、
『
家
族
研

究
年
報
』
、
第
一
○
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
八
四
年
三
月
、
三

○
’
三
三
頁
。

森
岡
清
美
、
「
小
山
隆
に
お
け
る
現
実
問
題
へ
の
関
心
」
、
『
家
族
研

究
年
報
』
、
第
一
○
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
八
四
年
三
月
、
三

四
’
三
七
頁
。

山
手
茂
、
「
家
族
問
題
と
家
族
社
会
学
の
課
題
」
、
『
家
族
研
究
年

報
』
、
第
一
○
号
、
家
族
問
題
研
究
会
、
一
九
八
四
年
三
月
、
三
八
’

四
○
頁
。

老
川
寛
、
「
小
山
隆
の
家
族
研
究
」
、
『
明
治
学
院
論
叢
』
、
第
四
二
九

・
四
三
○
号
、
明
治
学
院
大
学
、
一
九
八
八
年
三
月
、
三
二
三
’
四
一

二
頁
。

（
２
）
ア
メ
リ
カ
で
は
、
人
口
セ
ン
サ
ス
の
テ
ー
プ
化
と
そ
の
販
売
化
が
急

速
に
進
ん
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
３
）
出
生
（
家
族
計
画
）
堕
胎
、
結
婚
、
移
動
の
よ
う
な
人
口
学
的
行
動
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（
５
）
戸
田
貞
三
、
『
家
族
構
成
』
、
弘
文
堂
、
一
九
三
七
年
（
戸
田
貞
三
、

『
家
族
構
成
』
、
新
泉
社
、
一
九
八
二
年
、
二
頁
）
。

（
６
）
戸
田
、
『
前
掲
書
』
、
三
三
四
頁
。
こ
の
よ
う
な
見
解
が
、
す
で
に
、

一
九
三
○
年
代
後
半
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た

い
。
と
い
う
の
は
、
戸
田
の
論
文
は
、
ト
マ
ス
・
バ
ー
チ
の
論
文
よ
り

も
四
○
年
以
上
も
前
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
７
）
こ
の
点
に
関
す
る
実
証
的
な
分
析
と
し
て
、
清
水
浩
昭
・
池
ノ
上
正

子
、
「
人
口
変
動
と
世
帯
構
成
お
よ
び
世
帯
構
造
の
変
化
ｌ
山
形
県

藤
島
町
の
事
例
分
析
ｌ
」
、
『
人
口
問
題
研
究
』
、
第
四
六
巻
第
一
号
、

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
、
一
九
九
○
年
四
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
山
隆
著
（
家
族
問
題
研
究
会
編
）
、

『
山
間
聚
落
の
大
家
族
越
中
五
箇
山
・
飛
騨
白
川
村
の
実
証
的
研

究
』
、
川
島
書
店
、
一
九
八
八
年
所
収
の
論
文
と
小
山
、
「
家
族
形
態
の

周
期
的
変
化
」
、
喜
多
野
清
一
、
岡
田
謙
編
『
家
ｌ
そ
の
構
造
分
析

ｌ
』
、
創
文
社
、
一
九
五
九
年
、
六
七
’
八
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）
小
山
、
「
核
家
族
的
世
帯
の
地
域
別
類
型
」
、
『
東
洋
大
学
社
会
学
部

紀
要
』
、
第
九
号
、
東
洋
大
学
、
一
九
七
一
年
三
月
、
一
’
一
九
頁
。

（
川
）
人
口
学
の
立
場
か
ら
家
族
人
口
学
の
動
向
を
展
望
し
た
論
考
と
し

に
対
す
る
意
志
決
定
の
単
位
と
し
て
個
人
よ
り
も
世
帯
に
焦
点
を
あ
て

て
研
究
を
展
開
す
る
こ
と
が
高
ま
っ
て
き
た
。

（
４
）
『
－
５
．
国
の
六
・
国
匡
月
戸
貴
軍
ｇ
一
路
壹
○
匡
画
邑
旦
甸
画
ヨ
ー
ご
ロ
①
ヨ
。
西
『
四
三
曼
亜
ン

里
三
さ
四
３
つ
三
ｏ
固
め
闇
く
つ
》
、
。
宮
へ
言
三
ｓ
草
辱
ミ
、
識
》
ン
つ
ユ
ー
ご
司
少
己
ロ
皀
蜀

ｌ
岳
、

て
、
河
野
稠
果
、
「
家
族
人
口
学
の
展
望
」
、
『
人
口
問
題
研
究
』
、
第
一

七
○
号
、
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
、
一
九
八
四
年
四
月
が
あ
る
。

（
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
・
家
族
社
会
学
）
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